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公害 企業活動や生活によって、環境が悪化したり健康が損なわれたりすること

大気汚染 自動車や工場の排出ガスの汚染物質で空気が汚染されること

水質汚濁 企業活動や生活によって、川や海などの水質が悪化すること

土壌汚染 企業活動や農薬の散布などにより、土壌が汚染されること

足尾銅山鉱毒事件 1890年、日本の公害の始まり

住民運動 住民が公害追放を唱える運動

公害対策基本法 1967年、公害防止のための法律

環境庁 1971年、設置される → 2001年、環境省になる

環境基本法 1993年、環境問題に対処し、解決に取り組むための法律

現在の日本の環境政策の基本

地球サミット 1992年、ブラジルのリオデジャネイロで開かれる

(国連環境開発会議)

京都議定書 1997年、地球温暖化防止京都会議が開かれる

そこで先進国の温室効果ガス削減を掲げる アメリカは現在離脱

循環型社会 再使用したりリサイクルする仕組みを持つ社会
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リデュース

リユース

リサイクル

循環型社会形成推進基本法により

循環型社会を目指す

これからの経済と社会
教科書

Iワーク

公害防止と環境の保全

新潟水俣病 四日市ぜんそく イタイイタイ病 水俣病

被害地域

原因

新潟県阿賀野川流域 三重県四日市市 富山県神通川流域

水質汚濁 水質汚濁

熊本県・鹿児島県八代海沿岸

水質汚濁 大気汚染
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為替相場 通貨どうしを交換するときの比率

円高 外国の通貨に対し、円の価値が上がること　　（⇔円安）

円高は輸出には不利　輸入には有利

加工貿易 原材料を輸入し、生産した工業製品を輸出する貿易

日本はこの形

貿易黒字 一国との輸出入の関係において、輸出額（売る）が輸入額（買う）を上回ること

多国籍企業 複数の国で事業を行う企業

産業空洞化 安い労働力を求め国内の工場が海外移転することで、その国の産業が衰えること

国際分業 自国の特色を生かした分野の生産をして、貿易によって生産物を交換すること

国内総生産 一つの国で、一定期間に生産された財やサービスの合計金額

（GDP)

内発的発展 その地域が抱える問題を、その地域の資源、人材、文化などを活用して解決、発展させること

教科書

Iワーク

グローバル化する日本経済

これからの経済と社会


